
群馬工業高等専門学校　2006 年度シラバス　8901920003MM/20090403

( 科目コード：8901920003MM)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】情報処理 I

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・3 年次
【担当教員】

樫本 弘

【授業目標・教育方針】
Fortran における次の項目について学習し，より高度なプログラムについて学ぶ．
・配列
・組込み関数
・文関数
・関数副プログラム
・サブルーチン副プログラム
・文字処理
・倍精度・複素数計算

【授業概要】
２年生の「情報処理 I」で学んだコンピュータリテラシーおよび Fortran のプログラミング基礎をもとに，より高度な
プログラミング技法を学習する．また，高学年における各専門科目でのコンピュータ活用能力を身につける．演習を
主体にして自主的に問題に取り組む習慣を養う．

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：室賀，白石，樫本　共著　「改訂 Fortran77」　　　　コロナ社
参考書：新井著　「Fortran90 入門　- 基礎から再帰手続まで -」　森北出版
西村，酒井，高田　共著　「岩波 FORTRAN 辞典」　　　　岩波書店

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
情報処理教育センターの第１演習室に設置のプロジェクタを用い，教師用端末の画面や書画カメラからの画像をスク
リーンに投影して解説する．

【成績評価方法】
［前期］中間試験：35%，期末試験：35%，レポート：20%，その他：プログラミング等の取り組み方，積極性により
　　10%

【本校の学習・教育目標】
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【授業計画】（授業名：情報処理 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 配列 (1) １次元配列復習，２次元配列について，配列へのデー
タ入出力，配列の初期値の設定，プログラミング実習

2 配列 (2) 同上 課題
3 組込み関数 組込み関数とは，組込み関数の基本事項，プログラミ

ング実習
4 文関数 (1) 文関数とは，文関数の基本事項，プログラミング実習
5 文関数 (2) 同上 課題
6 関数副プログラム (1) 主プログラムと副プログラムについて，関数副プログ

ラムの一般形，仮引数と実引数によるデータの受け渡
し，プログラミング実習

7 関数副プログラム (2) 同上 課題
8 中間テスト
9 サブルーチン副プログラム (1) ブルーチン副プログラムの一般形，common 文による

データの受け渡し，関数・サプルーチンの比較，プロ
グラミング実習

10 サブルーチン副プログラム (2) 同上
11 サブルーチン副プログラム (3) 同上 課題
12 文字処理 (1) 文字型データの取り扱い方，文字型データの入出力，

文字による簡易図形の出力，プログラミング実習
13 文字処理 (2) 同上 課題
14 倍精度・複素数計算 (1) 有効桁数とは，単精度と倍精度について，複素数型

データについて，複素数計算，プログラミング実習
15 倍精度・複素数計算 (2) 同上
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